
【 地方創生拠点整備交付金の概要 】

・国予算額：９００億円（事業費ベース１,８００億円）
・補 助 率：１／２
・対象事業：地方公共団体において、地方版総合戦略に位置づけられた事業であって、

未来への投資に重点を置きつつ、地方創生の深化に向けて、効果の発現が高い
施設（試験研究機関や集客施設等）の整備が対象。

＜ 採択事業 ＞
１３事業 事業費：１,２５８,４８０千円（国費：６２１,６６７千円）

① ぐんま県境稜線トレイル （スポーツ振興課・事業費34,600千円（国費17,300千円））

・稜線トレイルの未開通区間（白砂山～三坂峠）の整備。

② ふれあいスポーツプラザ （障害政策課・事業費437,979千円（国費214,653千円））

・障害者スポーツの拠点として､陸上競技場の公認取得整備､アーチェリー場改修等を実施｡

③ 林業試験場 （林政課・事業費20,088千円（国費10,044千円））

・「カラマツ」の育苗技術等の研究施設(研究温室)を整備。

④ 農業技術センター(本所) （農政課・事業費203,500千円（国費98,850千円））

・野菜等の高収益生産、環境負荷低減技術確立に向けた施設(研究温室等)を整備。

⑤ 農業技術センター(中山間地園芸研究ｾﾝﾀｰ) （農政課・事業費3,982千円（国費1,656千円））

・｢リンゴ｣の品種育成のための研究施設(ほ場等)を整備｡

⑥ 農業技術センター(こんにゃく特産研究ｾﾝﾀｰ) （農政課・事業費10,819千円（国費5,409千円））

・病気に強い「こんにゃく」の品種育成のための研究施設(研究温室等)を整備。

⑦ ぐんまフラワーパーク （蚕糸園芸課・事業費90,000千円（国費45,000千円））

・花の販売や観光情報の発信を行う多機能総合ｾﾝﾀｰ「ﾌﾗﾜｰｽﾃｰｼｮﾝ」等を整備。

⑧ 日本絹の里 （蚕糸園芸課・事業費85,000千円（国費42,500千円））

・ミュージアムショップの拡充整備、常設展示の改修。

⑨ 蚕糸技術センター （農政課・事業費29,689千円（国費14,844千円））

・ＧＭカイコの研究施設(隔離研究施設)等を整備。

⑩ 水産試験場 （農政課・事業費7,968千円（国費3,984千円））

・国内初の遊漁用ブランド魚「ハコスチ」の研究施設(養魚池等)を整備。

⑪ 畜産試験場 （畜産課・事業費37,981千円（国費18,990千円））

・国内最大級のブランド鶏「上州地鶏」等の研究施設(鶏舎等)を整備。

⑫ 浅間家畜育成牧場 （畜産課・事業費148,874千円（国費74,437千円））

・浅間高原エリアの観光拠点として、遊歩道等を整備。

⑬ 繊維工業試験場 （工業振興課・事業費148,000千円（国費74,000千円））

・繊維産業の高度化を図る拠点としてオープンイノベーションルーム等を整備。

＜ その他の整備事業 ＞ 事業費：７４,５９８千円

① 総合スポーツセンター（リード施設） （スポーツ振興課・事業費52,598千円）

・整備を進めているリード競技用クライミングウォール施設の整備費を計上。
※ Ｈ28年度９月補正(37,368千円)と合わせて、合計89,966千円

② 馬事公苑 （畜産課・事業費22,000千円）

・Ｈ29年７月開催の国体関東ブロック大会の会場となる馬事公苑の馬場等の整備を実施。


